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東部版

板
橋
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
業
報
告

６
月
27
日
（
火
）、
晴
天
の
中
、
日

帰
り
バ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。バ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
モ
ッ

ト
ー
は
気
楽
に
・
安
価
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
旅
を
提
供
す
る
こ
と
で

す
。ふ

な
ば
し
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
は

船
橋
市
の
郊
外
部
に
あ
り
緑
に
囲
ま

れ
た
空
気
の
奇
麗
な
場
所
に
あ
り
ま

す
。童

話
作
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
故
郷

デ
ン
マ
ー
ク
の
北
欧
の
田
園
風
景
・

花
々
に
囲
ま
れ
た
噴
水
・
洋
館
・
風

車
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
世
界
観

を
表
現
し
た
５
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
な

令
和
5
年
度
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
6

月
9
日
（
金
）
に
小
豆
沢
体
育
館
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。39
チ
ー
ム
、

１
１
７
名
の
大
勢
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
で
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
初
め
て
の
大

ま
る
で
童
話
の
世
界

ま
る
で
童
話
の
世
界

1
1
1
1
00
名
以
上
参
加

名
以
上
参
加

日
帰
り
バ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

る
緑
豊
か
な
公
園
で
す
。
メ
ル
ヘ
ン

な
風
景
と
お
花
畑
を
満
喫
で
き
幼
少

時
代
の
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
閑
静
な

公
園
で
し
た
。

プ
ー
ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
ボ
ーメルヘンチックなお花畑に囲まれて

ハートのアーチの下で決めポーズ

ト
池
な
ど
も
あ
り
、
お
孫
さ
ん
を
同

伴
し
て
も
十
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
公
園
だ
と
思
い
ま
す
。
参
加
人

員
は
２
８
５
名
で
し
た
。

�

（
文
化
部　

金
子
）

会
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
い
に

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
、
朝
日
ク
ラ
ブ

A
、朝
日
ク
ラ
ブ
B
、朝
日
ク

ラ
ブ
D
、
西
台
第
一
白
寿
会

A
、
成
増
団
地
親
和
会
C
、

上
赤
塚
長
生
会
、
富
士
見
長

友
会
A
の
以
上
7
チ
ー
ム

で
し
た
。�（
体
育
部　

鈴
木
）

緊張が走る会場で勝負
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板
橋
シ
ニ
ア
連
の
リ
ズ
ム
体
操

は
、
毎
月
一
回
１
時
間
く
ら
い
体
操

を
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

し
、毎
回
老
若
男
女
の
方
が
参
加
し
、

「
ダ
イ
ヤ
高
齢
社
会
研
究
財
団
ひ
ば

り
会
」
の
指
導
の
も
と
元
気
に
体
操

を
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
体
操
は
有
酸
素
運
動

（
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
行
う
）

か
ら
徐
々
に
強
め
る
運
動
で
す
。「
ダ

イ
ヤ
ビ
ッ
ク
」
と
は
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
く
運
動
で
き
、
３
分
間
の
ス

江
東
区
歴
史
散
歩

江
東
区
歴
史
散
歩

ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
で

ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
で

体
も
会
話
も
ほ
ぐ
す

体
も
会
話
も
ほ
ぐ
す

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

リ
ズ
ム
体
操

７
月
10
日
（
月
）
大
江
戸
線
清
澄

白
河
駅
に
10
時
集
合
し
、
参
加
者
39

名
は
地
図
コ
ー
ス
を
も
と
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
松
尾
芭
蕉
が
居
住
し

て
い
た
芭
蕉
庵
史
跡
展
望
庭
園
、
銅

像
を
眺
め
な
が
ら
隅
田
川
支
流
で
あ

る
小
名
木
川
「
万
年
橋
」
を
渡
り
大

獄
部
屋
を
確
か
め
、
深
川
稲
荷
を
参

拝
。清
澄
公
園
で
休
憩
、深
川
図
書
館

前
を
通
り
美
術
館
通
り
に
入
り
、
軒

並
ぶ
寺
院
を
歩
き
ま
し
た
。
帰
路
の

神社で願い込める

テ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た
曲
に
あ
わ
せ

て
、
無
理
な
く
上
下
、
前
後
、
左
右
、

体
を
ひ
ね
っ
た
り
、
伸
ば
し
た
り
し

て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
運
動
を
行
う

こ
と
で
す
。
体
操
の
最
後
の
曲
は
、

「
芭
蕉
布
」
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
」を
通
し
て
仲
間

同
士
が
集
ま
り
、
楽
し
く
明
る
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
体
力
的
・
精
神
的
に
も

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
中
に
は
ご
夫
婦
や
男

性
の
方
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
す

ま
す
こ
れ
か
ら
は
高
齢
化
社
会
と
な

り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

�

（
女
性
社
会
部　

渡
邉
）

コ
ー
ス
に
入
り
深
川
資
料
館
通
り
、

深
川
江
戸
資
料
館
を
見
学
。
霊
厳
寺

を
参
拝
し
、
休
憩
し
ま
し
た
。
清
澄

白
河
駅
前
に
戻
り
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
体

操
を
行
い
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
暑
さ
に
負
け
ず
水
分
補

給
し
な
が
ら
完
走
し
ま
し
た
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。「
奥
の
細
道
」松
尾
芭

蕉
史
跡
が
印
象
的
で
し
た
。

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）片足立ちで体幹を鍛える
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第
３
支
部
で
は
６
月
19
日
（
月
）

に
、
参
加
者
１
０
０
名
で
山
梨
へ
食

べ
放
題
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
出
か

け
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と

輪
投
げ
大
会

第
３
支
部

ム
で
無
農
薬
野
菜
を
育
て
る
野
菜
工

場
ユ
ニ
フ
ァ
ー
ム
も
見
学
。
帰
路
の

バ
ス
車
中
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

７
月
21
日
（
金
）
に
は
、
輪
投
げ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
最

高
齢
者
は
例
年
よ
り
若
く
91
歳
男
性

で
、
参
加
者
90
名
中
30
位
と
頑
張
ら

れ
ま
し
た
。「
来
年
も
参
加
し
た
い

な
」
と
の
こ
と
で
す
。

休
憩
中
に
仲
町
セ
ン
タ
ー
所
長
、

お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
、
板
橋

消
防
署
の
方
か
ら
為
に
な
る
お
話
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
１
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

�

（
第
３
支
部　

岡
田
）

支
部
紹
介

８
月
18
日
（
金
）、第
１
支
部
の
11

の
各
老
人
会
の
会
長
が
、
平
尾
の

「
ユ
ー
ラ
ン
ド
」
に
集
合
し
、各
ク
ラ

ブ
の
活
動
状
況
と
新
規
加
入
促
進
の

た
め
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

尾
美
支
部
長
か
ら
は
、冒
頭
に「
老

人
会
の
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
の

中
、
い
か
に
新
規
加
入
の
促
進
を
進

め
る
か
、
各
ク
ラ
ブ
工
夫
し
て
お
ら

れ
る
と
思
う
の
で
、
本
日
情
報
交
換

し
て
ほ
し
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

各
会
長
か
ら
の
報
告
で
多
か
っ
た

加
入
促
進

意
見
交
換
会
を
実
施

の
は
、
運
動
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
で
は
、
共
同
開
催
の
ク
ラ
ブ

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
健
康
維
持
の
た

め
の
筋
ト
レ
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
女
性
の
多
い
ク
ラ
ブ
で

は
、
手
芸
教
室
、
塗
り
絵
の
他
、
会

員
の
方
で
お
茶
の
先
生
が
お
ら
れ
る

会
で
は
、
お
茶
会
を
最
近
開
催
し
好

評
で
あ
っ
た
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

今
回
の
報
告
会
で
の
発
表
は
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多
数

で
あ
っ
た
。
後
半
で
は
、
暑
気
払
い

を
か
ね
て
懇
親
会
と
カ
ラ
オ
ケ
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

�

（
第
１
支
部　

河
原
）

第
１
支
部

有意義な懇親会となりました
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茂
呂
桜
寿
会
が

ダ
ブ
ル
受
賞

第
５
支
部

５
月
27
日
（
土
）、桜
川
地
区
町
会

支
部
と
合
同
で
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
桜
川
小
学
校
校
庭
で

開
催
し
ま
し
た
。
桜
川
地
区
に
は
６

町
会
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
毎
に

６
チ
ー
ム
で
参
加
し
ま
す
が
実
際
の

選
手
は
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
出
て
い

ま
す
。
地
域
セ
ン
タ
ー
職
員
、
各
ク

ラ
ブ
２
名
の
お
手
伝
い
、
青
少
年
委

員
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

開
催
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も

よ
く
、
参
加
者
は
56
名
で
桜
川
小
学

校
の
校
長
も
参
加
し
て
、
普
段
の
練

習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
試
合
は

同
じ
町
会
だ
け
で
は
な
く
、
他
町
会

と
の
ミ
ッ
ク
ス
に
な
る
よ
う
に
７
名

クラブ毎にユニホームを作って参加

一
緒
に
８

ホ
ー
ル
に
分

け
て
、
一
斉

ス
タ
ー
ト

し
、
２
ラ
ウ

ン
ド
ま
わ
り

ま
し
た
。
個

人
戦
３
位
ま

で
の
表
彰
と
、
各
チ
ー
ム
上
位
４
名

の
平
均
ス
コ
ア
で
チ
ー
ム
優
勝
を
決

め
ま
し
た
。

結
果
は
個
人
戦
・
団
体
戦
と
も
茂

呂
桜
寿
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
表
彰

式
の
あ
と
、
参
加
者
全
員
に
お
弁
当

と
缶
ビ
ー
ル
が
配
ら
れ
閉
会
し
ま
し

た
。�

（
第
５
支
部　

松
原
） 表彰式の様子

８
月
27
日
（
日
）、
第
14
回
板
橋
シ

ニ
ア
連
・
第
4
支
部
納
涼
カ
ラ
オ
ケ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は

富
士
見
地
域
セ
ン
タ
ー
内
レ
ク
ホ
ー

ル
で
、
56
組
の
歌
い
手
が
集
合
し
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
元
気
に

無
事
大
役
を
果
た
し
喜
び
に
ふ
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
か
ら
上

限
6
名
と
い
う
こ
と
で
、
人
数
制
限

大
盛
況
の

「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

第
4
支
部

も
あ
り
、
応
援
の
方
々
も
無
し
で
の

開
催
で
し
た
。

初
め
に
第
4
支
部
長
小
森
様
よ
り

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、引
き
続
き

板
橋
シ
ニ
ア
連
会
長
土
田
様
よ
り
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
８
月
18
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
本
町
自
由
ク
ラ
ブ
会
長
の
土
屋
隆

様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
参

加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

大
会
は
熱
気
を
増
し
日
頃
の
練
習

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
拍
手

の
連
続
で
し
た
。大
ト
リ
で
板
橋
シ
ニ

ア
連
前
会
長
の
阿
部
様
が
若
か
り
し

時
の
歌
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
豪

快
に
歌
い
参
加
者
全
員
が
拍
手
、
拍

手
の
連
続
で
し
た
。
最
後
に
大
ト
リ

で
歌
わ
れ
た
阿
部
様
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
本
大
会
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、
元
気
で

お
逢
い
す
る
事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

（
第
4
支
部　

関
）

阿部前会長が
生歌を披露
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３
つ
の
ク
ラ
ブ
は
隣
り
合
わ
せ
の

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
日
が
異
な
る

た
め
に
、
今
ま
で
交
流
す
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
５
年
５

月
、
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
「
交
流
を
図

り
た
い
。
長
年
の
夢
で
す
。」と
貴
重

な
声
が
発
せ
ら
れ
、
急
遽
各
ク
ラ
ブ

か
ら
数
名
出
席
し
て
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ま
ず
一
歩

か
ら
」
と
決
定
。

長
年
の
夢
を

　
つ
い
に
実
現

第
８
支
部

令
和
５
年
６
月
８
日
（
木
）
か
ら
、

第
1
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
３
ク

ラ
ブ
交
流
合
同
練
習
を
開
催
し
、
31

名
が
参
加
し
ま
し
た
。最
高
齢
84
歳
、

最
年
少
68
歳
で
す
。

小
豆
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

A
・
B
両
面
を
使
用

し
て
２
ラ
ウ
ン
ド
練

習
を
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

で
は
、
談
笑
や
真
剣

な
表
情
で
ゲ
ー
ム
に

集
中
し
て
い
ま
し

た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
出
し
た
歓
声

も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。と
て
も
楽
し
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

順位 クラブ名（参加人数） 1R 2R 合計 平均スコア
第１位 幸友クラブ（11名）224 167 391 17.7
第２位 栄光クラブ（10名）213 210 423 21.1
第３位 煌き俱楽部（８名）185 177 362 22.6

６
月
７
日
（
水
）、真
夏
日
と
な
る

午
後
１
時
よ
り
小
豆
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
、
男
23
女
36
計
59
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
当
日
の
ル
ー
ル
説
明
後
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
、
組
合
せ
と
ス
タ
ー

ト
ホ
ー
ル
の
抽
選
に
よ
り
競
技
開
始

で
す
。
コ
ー
ス
２
面
に
３
ラ
ウ
ン
ド

（
24
ホ
ー
ル
）ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
の
個

出
井
の
泉
春
季
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
７
支
部

人
戦
で
す
。
ラ
ウ
ン
ド
ご
と
に
十
分

な
水
分
補
給
、
休
憩
を
繰
り
返
し
３

ラ
ウ
ン
ド
終
了
し
ま
し
た
。
成
績
集

計
中
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
猛
暑
日
に
も
関

わ
ら
ず
全
員
無
事
完
走
で
き
た
の
は

例
会
（
毎
週
水
曜
日
）
参
加
に
よ
り

体
力
維
持
が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
表
彰
者
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
成

績
も
練
習
の
賜
物
と
実
感
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
次
回
の
大
会
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

�

（
第
７
支
部　

藤
越
）

男子の部
順位 氏名 スコア・ホールイン
優　勝 大野木健夫 45 3
第２位 中川　　進 50 1
第３位 但木　勝恒 54 2

女子の部
順位 氏名 スコア・ホールイン
優　勝 佐藤　芳子 49 2
第２位 伊久留サエ子 52 2
第３位 村松　和子 52 1

初めての開催に心躍る

板橋区シニアクラブ連合会第194 号 6
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第
９
支
部
の
41
名
を
乗
せ
て
蓮
根

地
区
を
出
発
し
た
の
は
午
前
８
時
、

快
適
な
黄
色
の
は
と
バ
ス
に
揺
ら
れ

て
、
大
黒
Ｐ
Ａ
→
横
横
道
路
→
横
須

賀
Ｉ
Ｃ
→
11
時
軍
港
め
ぐ
り
（
45
分

の
船
の
旅
。
日
米
両
国
の
多
彩
な
艦

船
を
同
時
に
見
ら
れ
る
日
本
唯
一
の

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ツ
ア
ー
）

　

初
め
て
見
る
日
米
の
艦
船
、た
だ

唖
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
こ
に

は
私
の
生
活
と
は
違
い
す
ぎ
る
も
の

が
い
っ
ぱ
い
、怖
い
よ
う
な
思
い
と
守

ら
れ
て
い
る
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｌ
40
ア
メ
リ
カ
船
な
ど
は
現

役
76
年
の
最
古
参
、
米
海
軍
横
須
賀

基
地
で
整
備
・
修
理
中
の
艦
艇
の
乗

組
員
が
宿
泊
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い

日
帰
り
親
睦
旅
行

i
n
横
須
賀

第
9
支
部

る
よ
う
で
す
。
こ
の
手
の
宿
泊
艦
は

基
本
的
に
古
く
な
っ
た
艦
を
転
用
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
実
は

こ
の
船
、
最
初
か
ら
宿
泊
艦
と
し
て

作
ら
れ
た
船
な
ん
で
す
。

イ
ー
ジ
ス
艦
と
は
、
イ
ー
ジ
ス
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
艦
艇
の
総
称
。

通
常
、
高
度
な
シ
ス
テ
ム
艦
と
し
て

構
築
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
レ
ー
ダ
ー
と

高
度
な
情
報
処
理
・
射
撃
指
揮
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
２
０
０
を
超
え
る
目

標
を
追
尾
し
、
そ
の
中
の
10
個
以
上

の
目
標
（
従
来
の
タ
ー
タ
ー
・
シ
ス

テ
ム
搭
載
艦
は
２
～
３
目
標
）
を
同

時
攻
撃
す
る
能
力
を
持
つ
。
も
と
も

と
は
防
空
艦
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も

の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
任
務
に
対
応
可

能
な
汎
用
性
を
持
つ
た
め
、
ア
メ
リ

カ
海
軍
で
は
イ
ー
ジ
ス
艦
の
み
で
部

隊
を
編
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。
イ
ー

ジ
ス
（
Ａ
ｅ
ｇ
ｉ
ｓ
）
と
は
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
中
で
最
高
神
ゼ
ウ
ス
が

娘
ア
テ
ナ
に
与
え
た
と
い
う
、
あ
ら

ゆ
る
邪
悪
を
払
う
盾
（
胸
当
）
ア
イ

ギ
ス
（
Ａ
ｉ
ｇ
ｉ
ｓ
）
の
こ
と
。

２
船
の
他
に
も
日
米
仏
の
艦
船
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
い
船
の
旅
は
あ
っ
と
い
う

間
、
次
に
楽
し
み
な
昼
食
へ
と
、
久

里
浜
の
「
漁
師
料
理
よ
こ
す
か
」
で

海
鮮
丼
に
天
ぷ
ら
（
美
味
し
か
っ

た
）
を
ご
馳
走
に
な
り
、
地
場
産
品

の
買
物
「
よ
こ
す
か
ポ
ー
ト
マ
ー

ケ
ッ
ト
」、
荷
物
い
っ
ぱ
い
に
し

て
帰
路
に
、

予
定
通
り
午

後
５
時
半
頃

我
が
家
に
、

猛
暑
に
も
負

け
ず
無
事
到

着
。

�

（
第
９
支
部

　

内
田
）

た
。「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
の

声
も
出
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
、
総
合
ス
コ
ア
を
換

算
し
て
賞
品
を
添
え
る
等
々
、
い
ろ

い
ろ
と
創
意
工
夫
を
重
ね
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
す
る
楽
し

み
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と

し
ま
す
。

第
２
回
目
は
、
８
月
23
日
（
水
）

に
小
豆
沢
公
園
野
球
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
連
日
の
猛
暑
を
考
慮
し
て
今

回
は
自
由
参
加
と
し
ま
し
た
が
、
参

加
人
数
は
29
名
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ト
２
面
を
使
用
し
て
、
２
ラ
ウ

ン
ド
行
い
ま
し
た
。
試
み
と
し
て
、

各
ク
ラ
ブ
の
平
均
ス
コ
ア
を
計
算
し

て
団
体
戦
の
形
式
と
な
り
ま
し
た
。

順
位
に
応
じ
て
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
準
備
さ
れ
ま
し
た
。「
次
回
は

一
位
を
目
指
し
て
頑
張
る
ぞ
」
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
合
同
練
習
の
楽
し
み
が
増
え
て
い

き
そ
う
で
す
。（

第
８
支
部　

町
田
）

板橋区シニアクラブ連合会 第194 号7
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タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ

に
夢
中

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

最
近
、
急
速
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る

ボ
ッ
チ
ャ
に
つ
い
て
我
が
ク
ラ
ブ
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
、板
橋
シ
ニ
ア
連
で

は
第
１
回
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
行
わ
れ
、

早
速
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
例
会
ご
と

に
ボ
ッ
チ
ャ
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。ボ
ッ
チ
ャ
と
い
っ
て
も
30
～
40
名

が
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
に
は
正
式
な

ボ
ッ
チ
ャ
で
は
な
く
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

ボ
ッ
チ
ャ
の
方
が
取
り
組
み
や
す
い

の
で
、３
名
の
チ
ー
ム
を
い
く
つ
か
作

り
、
チ
ー
ム
名
を
胸
に
貼
り
、
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
仕
方
は
、
三
重
の
大
き

な
円
の
中
心
目
掛
け
て
ボ
ー
ル
を
投

げ
ま
す
。一
番
中
心
の
小
さ
な
円
に
入

る
と
３
点
、
そ
の
外
側
の
円
が
２
点
、

さ
ら
に
そ
の
外
側
の
大
き
な
円
の
エ

リ
ア
に
入
る
と
１
点
と
な
り
ま
す
。

初
め
の
こ
ろ
は
悲
惨
な
状
態
で
し

た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
腕
が
上

が
っ
て
き
て
面
白
さ
が
増
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、あ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
の
正
確
さ
は
と
て
も
信

じ
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、「
投

げ
る
」
と
い
う
技
術
は
同
じ
な
の
で

今
度
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

正
式
の
ボ
ッ
チ
ャ
は
、さ
ら
に
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
複
雑
に
な
る
の
で
も
っ
と

も
っ
と
上
達
し
て
、
思
う
と
こ
ろ
に

ボ
ー
ル
が
い
く
よ
う
に
根
気
よ
く
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
が
ク
ラ
ブ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

楽
し
い
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
手
間
の
か
か
ら

な
い
割
に
は
、
と
て
も
楽
し
い
タ
ー

ゲ
ッ
ト
ボ
ッ
チ
ャ
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

�

（
双
葉
蓬
莱
会　

江
原
）

双
葉
蓬
莱
会

第
４
支
部

コントロールが難しい競技です

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令
和
５
年
11
月
2
日

（
木
）
板
橋
区
立
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
て
第
60

回
芸
能
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
9
時

開
場
、
10
時
開
演
で
す
。

お
仲
間
の
日
々
の
練

習
成
果
を
ぜ
ひ
、
生
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
応
援
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
観
覧
者
の
入
場
料

は
無
料
で
す
。�（

文
化
部
）

板橋区シニアクラブ連合会 8

私たちは板橋区シニアクラブ連合会の活動を応援しています。     

第 194 号



東部版

会
員
投
稿

何
事
も
初
め
て
体
験
す
る

こ
と
は
、
不
安
を
伴
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
こ

の
夏
、
故
郷
の
石
川
県
に
家

族
で
久
方
振
り
の
墓
参
・
帰

省
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
乗
車
券
の
確
保
か

ら
の
準
備
開
始
で
し
た
が
、

猛
暑
の
中
「
み
ど
り
の
窓
口
」

に
出
向
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
か
ら
「
わ
ざ
わ

ざ
出
向
か
ず
と
も
、
ネ
ッ
ト

で
取
れ
ば
‼
」
と
言
わ
れ
て

も
、
残
念
な
が
ら
そ
の
経
験

が
あ
り
ま
せ
ん
。

結
局
の
と
こ
ろ
、

子
ど
も
頼
り
で

ゲ
ッ
ト
で
き
、し
か

も
格
安
で
‼　

し

か
し
、電
子
で
す
の

で
紙
の
チ
ケ
ッ
ト

と
異
な
り
列
車

名
、
時
刻
等
々
の

初
体
験

情
報
や
、
当
日
駅
ホ
ー
ム
へ

の
入
場
の
仕
方
も
分
か
ら
な

い
情
け
な
さ
。
情
報
は
各
々

の
「
ス
イ
カ
」
や
「
パ
ス
モ
」

に
入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

も
分
か
ら
な
い
情
け
な
さ
。

幸
い
に
も
、
何
事
も
な
く

楽
し
い
旅
で
し
た
が
、
普
段

ス
マ
ホ
等
使
い
慣
れ
な
い
者

に
は
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
で

あ
り
、
若
い
世
代
と
の
格
差

が
大
き
く
「
I
T
難
民
」
の

悲
哀
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た

今
夏
の
私
の
「
初
体
験
」
で

し
た
。

¥1,000
チャージ残高

　
　
第
12
支
部
　

高
一
寿
会
　
枷
場

双葉蓬莱会「江戸芸かっぽれ」

� 常盤光寿会「大江戸東京音頭」

東
老
連
芸
能
大
会
に
て

ダ
ブ
ル
受
賞

9
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
第
58
回
東

京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会
に
、
板

橋
区
か
ら
参
加
し
た
2
チ
ー
ム
が
共
に
受
賞

し
ま
し
た
。

昨
年
の
優
勝

と
合
わ
せ
て

板
橋
区
の
実

力
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
受

賞
チ
ー
ム
と

受
賞
内
容

は
次
の
通

り
で
す
。

快
報

東老連
会長賞
第4位

審査員
特別賞

板橋区シニアクラブ連合会9

私たちは板橋区シニアクラブ連合会の活動を応援しています。     

第 194 号



東部版

短
歌
　
　
一
ノ
瀬
美
智
子  

選
・
評

天　

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
楽
し
い
う
た
で

す
ね
。
あ
な
た
の
生
き
方
は
読
者
を
明

る
く
愉
快
に
し
ま
す
ね
。

地　

今
年
の
猛
暑
は
特
別
で
す
ね
。
そ

れ
に
線
状
降
水
帯
な
ど
最
近
の
現
象
で

す
。
頑
張
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

人　

毎
朝
祈
る
心
す
ば
ら
し
い
で
す
。

多
分
平
和
は
御
自
身
の
事
で
は
な
く
皆

の
た
め
で
し
ょ
う
。
立
派
で
す
ね
。

天ス
テ
ー
キ
に
鰻
に
す
き
焼
き
夏
肥
り

　

ふ
と
こ
ろ
尽
き
て
元
の
夏
痩
せ

�

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

地温
暖
化
進
み
災
害
多
き
日
々

　

新
語
誕
生
地
球
沸
騰

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

人手
を
合
わ
せ
祈
る
平
和
と
安
穏
を

　

そ
れ
が
私
の
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
磯
部
志
津
子

こ
の
国
の
未
来
に
希
望
が
あ
る
な
ら
ば

　

支
援
な
く
て
も
子
供
は
増
え
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

こ
の
町
に
ひ
と
つ
残
れ
る
銭
湯
が

　

火
事
に
な
り
け
り
昭
和
を
連
れ
て

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

雨
の
朝
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
に
会
い
た
く
て

　

ぬ
れ
な
が
ら
行
く
草
し
げ
る
道

�

前
野
寿
ク
ラ
ブ
　
髙
木
　
洋
子

「
で
は
又
な
」と
い
つ
も
別
れ
し
友
が
今
日

　
「
い
つ
か
又
な
」
と
言
い
て
別
れ
り

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

合
掌
の
花
を
手
向
け
る
手
の
皺
に

　

い
っ
そ
う
深
く
妻
を
重
ね
る
�

蓮
根
南
や
す
ら
ぎ
会
　
関
根
　
義
信

盆
踊
り
再
会
さ
れ
た
四
年
振
り

　

心
ワ
ク
ワ
ク
輪
の
中
に
入
る

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

勝
っ
て
泣
き
負
け
て
涙
の
地
区
決
戦

　

健
闘
称
え
憧
れ
の
土ち

え

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

毎
日
が
日
本
に
く
ら
す
し
あ
わ
せ
よ

　

東
京
に
住
み
て
新
聞
ざ
ん
ま
い

�

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

夢
破
れ
お
盆
休
み
は
自
宅
に
て

　

テ
レ
ビ
の
前
で
あ
り
し
日
思
う

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

板
橋
の
空
に
広
が
る
大
花
火

　

光
の
乱
舞
な
ん
と
雅
み
や
び
な

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

親
よ
り
も
長
生
き
し
た
る
我
な
る
が

　

何
故
に
恋
し
い
故
郷
の
愛

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

御
巣
鷹
の
尾
根
に
ね
む
り
し
五
百
余
の

　

御
霊
に
祈
る
安
ら
け
き
事
を

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

懐
か
し
の
ロ
ロ
ブ
リ
ジ
ー
ダ
鬼
籍
入
る

　

花
咲
け
る
騎
士
道
パ
ン
と
恋
と
夢

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

彼
方
よ
り
現
で
し
黒
雲
よ
う
し
ゃ
な
く

　

青
空
吸
ひ
込
み
天
覆
ひ
た
り

�

金
沢
ち
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

イ
ン
ス
タ
も
Ａ
Ｉ
さ
え
も
戦
は
知
ら
ぬ

　

今
の
戦
は
ガ
レ
キ
を
作
る

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

人
魚
姫
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
お
二
人
は

　

日
本
の
夏
を
い
か
に
御お
わ

す
か

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

梅
雨
寒
が
身
に
堪
え
ま
す
老
い
し
我
れ

　

暑
さ
寒
さ
に
一
喜
一
憂

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

短
歌

あ
づ
さ
川
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
か
っ
ぱ
橋

　

ど
っ
し
り
構
え
焼
岳
の
ぞ
む

→
あ
づ
さ
川
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
か
っ
ぱ
橋

　
　

ど
っ
し
り
構
え
る
焼
岳
の
ぞ
む

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

小
蝿
来
て
頭
止
ま
れ
ず
す
べ
り
落
ち

　

目
と
目
が
合
っ
て
笑
う
し
か
な
い

→
小
蝿
来
て
頭
に
止
ま
れ
ず
に
す
べ
り
落
ち

　
　

目
と
目
が
合
っ
て
笑
う
し
か
な
い

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

箱
根
宿
息
子
娘
母
早
朝

　

窓
辺
一
隻
帆
影
船
止

→
箱
根
宿
親
子
で
眺
む
る
早
朝
の

　
　

波
静
か
に
し
帆
掛
船
浮
く

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
柴
田
　
茂
子

ち
ょ
っ
と
添
削
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コ
ロ
ナ
禍
と
同
じ
も
た
つ
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

外
暑
く
懐
寒
い
熱
中
症

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

近
ツ
リ
の
十
六
億
の
旅
の
宿

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

受
け
た
恩
手
に
持
ち
き
れ
ず
こ
ぼ
れ
落
ち

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

手
を
つ
な
ぐ
ラ
ブ
ラ
ブ
い
い
え
杖
代
わ
り

�

大
和
会
　
鈴
木
　
　
博

核
禁
止
言
え
な
い
首
相
は
広
島
出

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

俺
の
愚
痴
愛
犬
６む

さ

し
３
４
は
真ま

じ
面
目
で
聞
く

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
続
い
て
最
後
は
ホ
ー
ム
ラ
ン

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

コ
ロ
ナ
去
り
線
状
降
水
（
帯
）
大
暴
れ

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

ビ
ル
の
谷
花
火
の
頭
背
の
び
し
て

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

俳
句
　
　
大
澤　

游
子  

選
・
評

天　

八
月
は
日
本
の
一
番
悲
し
い
忌
月

が
三
回
、
そ
の
一
つ
を
俳
句
に
残
し
た
こ

と
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。

地　

向
日
葵
の
暑
さ
負
を
、
頭
を
垂
れ

黙
祷
し
て
い
る
か
に
想
像
で
き
、
天
の

句
と
セ
ッ
ト
で
八
月
に
ピ
ッ
タ
リ
。

人　

大
き
な
ツ
バ
の
藍
色
の
夏
帽
、
涼

し
そ
う
で
す
。
こ
の
暑
い
夏
を
颯
爽
と

乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。

天願
い
こ
め
流
る
る
灯
籠
広
島
忌

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

地向
日
葵
も
そ
っ
と
静
に
下
を
向
く

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

人藍あ
ゐ
ぞ
め染
の
色
極き
わ

め
た
る
夏
帽
子

�

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
ヒ
サ
子

大
空
に
今
日
の
暑
さ
を
と
う
て
見
る

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

親
族
の
眠
る
裏
山
著
莪
の
花

�

常
盤
光
寿
会
　
宮
﨑
　
幸
雄

幼
名
で
呼
ば
れ
る
郷
の
夏
祭
り

�

桜
川
旺
寿
会
　
久
保
　
親
二

夏
空
や
や
ん
や
喝
采
オ
オ
タ
ニ
さ
ー
ん

�

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

か
ぎ
針
の
編
手
休
め
て
昼
寝
か
な

�

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

白
桃
に
見
惚
れ
て
し
ま
う
曲
線
美

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

玉た
ま
や屋
・
鍵か
ぎ
や屋
墨
田
の
花
火
威い
せ
い勢
よ
く

�

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
正

そ
れ
ぞ
れ
の
棚
田
に
月
の
ゆ
ら
ぎ
お
り

�
蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
　
　
曻

去
年
よ
り
ゆ
か
た
が
似
合
う
五
年
生

�

常
盤
光
寿
会
　
鎌
形
　
和
子

春
う
ら
ら
う
ら
ら
と
な
り
て
舟
を
漕
ぐ

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
孝
雄

友
の
墓
し
ば
し
夏
蝶
遊
び
け
り
�

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

富
士
を
背
に
ラ
ベ
ン
ダ
香
る
河
口
湖

�

蓮
根
坂
下
三
丁
目
芳
寿
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

炎
昼
に
負
け
じ
と
キ
ラ
リ
江
戸
切
子

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

落
花
生
故さ

と郷
の
香
り
の
舌
づ
つ
み

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

泣
き
笑
い
叫
ん
で
終
る
甲
子
園

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

熱
波
に
も
負
け
ず
劣
ら
ず
コ
ロ
ナ
か
な

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

亡
き
姉
の
植
え
た
胡
瓜
の
一
夜
づ
け

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
磯
部
志
津
子

俳
句

父
の
名
を
平
和
の
礎
永
遠
に

→
父
の
名
を
平
和
の
礎
百
合
の
花

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

夏
の
夢
金
時
腹
巻
追
っ
か
け
る

→
今
朝
の
夢
金
時
腹
巻
追
い
か
け
る

�

常
盤
光
寿
会
　
熊
野
　
照
美

削
り
氷
に
匙
迷
わ
せ
て
を
み
な
か
な

→
か
き
氷
匙
を
迷
わ
せ
を
み
な
か
な

�

双
葉
蓬
莱
会
　
大
村
　
和
子

夕ゆ
だ
ち立
止
み
提
灯
灯
す
迎
え
盆

→
雨
止
み
て
提
灯
と
も
す
迎
へ
盆

�
乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

緑
蔭
や
草
に
ま
じ
り
て
カ
レ
ー
の
匂

→
緑
蔭
や
風
に
ま
じ
り
て
カ
レ
ー
の
香

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

ち
ょ
っ
と
添
削

味
噌
汁
と
な
す
の
漬
物
朝
餉
か
な

�

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

天
高
し
ジ
ジ
バ
バ
ゴ
ル
フ
夢
を
追
う

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
冨
久
恵

藤
棚
へ
伸
び
て
伸
び
る
や
何
探
す

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
　
　
将

人
の
世
も
蚊
の
世
も
へ
ば
る
猛
暑
か
な

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

三
伏
日
今
日
も
猛
暑
で
か
き
氷

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

川
　
柳

板橋区シニアクラブ連合会11 第 194 号



東部版

　この会報紙「板橋シニア連」は、ご協賛してくださいましたスポンサー
の皆様のご支援により発行することができました。厚く御礼申し上げます。
　今後とも倍旧のご厚誼を賜りますようよろしくお願いいたします。

スポンサー
各位への御礼

単位クラブ紹介単位クラブ紹介
パンフレットの作成パンフレットの作成
単位クラブの部活動を紹介するパンフレッ
トを作成しました。全 12 ページで、タイト
ルは「シニアの趣味が盛り沢山！」中身は支
部ごとの地図と単位クラブで行っている趣味
の部活動です。これを見れば、どのクラブが
どんなことをやっているか分かります。
各地域でシニアクラブに入っていない方に、このパンフレット
をもって、勧誘して会員増強につなげていただければ幸いです。
また、クラブ同士で連携して、いろいろな趣味の方が板橋シニ

ア連に参加できるようにしてもらえ
れば幸いです。
パンフレットは各クラブに 10部ず
つ配布しましたが、板橋シニア連事務
所にはまだ在庫がありますので、会員
増強に必要な方はご連絡くださればお
送りします。

今
回
発
行
の
会
報
１
９
４

号
よ
り
、
名
称
が
板
橋
シ
ニ

ア
連
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

会
報
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
は
、
日
ご
と
に
秋
ら

し
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
何
を
す
る
に
も
良
い
時

季
で
す
。

各
支
部
・
各
ク
ラ
ブ
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
た
事

業
に
つ
い
て
、支
部
紹
介
・
単

位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
と
し
て
紹

介
し
た
く
、
皆
様
か
ら
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
津
田
）

広
報
部
の
声

広
報
部
の
声

原
稿

集
募

次
回　

１
９
5
号（
4
月
発
行
）

原
稿
締
切
日　

2
月
20
日（
火
）
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